
水素エネルギーシステム Vo1.35，NO.2 (2010) 資 料

平成 22年度総会特別講演会(第 131固定例研究会)資料E

HESS平成22年度総会特別講演会〈第131固定例研究会)

低炭素社会実現に向けたHySUTの取り組み

2010年4月26日

水素供給・利用技術研究組合

技術開発本部 北中正宣
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①鮒開発と規制見直しを通じ、水素供給コストダウン に二今I~低炭素社会J掛縦システム(イ
②普及初期の水素供給インフラ鰍計画立案と、実現 I---VIンフラ・制度)のあり方、普及に向けた

のための制度(支鍾・インセンティブ簸)の働きかけ I具体的計画、体制織築

Hν8tH 水素供給利用筏術研究組合 2

11.~~Uヨ 水素供給・利用技術研究組合設立の目的

水素供給・利用技術研究組合

(HySUT) 

The Research Association of tiYdrogen豆upply/!，!tilizationIechnology 

水素供給事業と燃料電池自動車(FCV)普及を

目指す民間各社により、 2015年普及開始を目指し、

社会的受容性と事業成立のための謀題を解決する

続VSUT 水素供給利用妓術研究組合 4

11 . ~~UT~1 FCVと水素ステーションの普及に向けたシナリオ(更新)

翼民前纏量f'I'，FCVユーザー司メリット{‘格・制使健噂】が健保されて...に普及が進んだ喝合 a-健ヒ
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HySUT 水量供給利用筏術研究組合 3

1 1.~~'lUごう 水素供給・利用技術研究組合(HySUT)の概要

(1)参加企業 14社 (2010/4/1現在)

水素供給事業者 新日本石油、出光興産、コスモ石油、ジャパンエナジー、昭和シェル石油
東京ガス、大阪ガス、東邦ガス、西官官ガス、岩谷産業

水素供給関連メーカー:宕谷産業、川崎重工業、大腸日酸、日本エア・リキード、三重E化ヱ機

(2)設立日 2009年7月31日

(3)所在地 東京都港区赤緩2・10・5

(4)体制

総 会

〈人長員〉 五一寸一盃 画一一示一一劃本部以下24名(2010/4/1現在)

|技術開発本節

厄通 函回 i水プ素ロジハヱイウウトェ官イ官 プ水ロ素ジfェFウウ卜ン官官I

集.積総経人担事務理当 金醐酬・U実E・包.橋摘g金駐体軍姐計f省・随闇s'，En，醐値E圏岨 3 *需計醐*往，催日、イ-候印ウv純z2ヨ情EイJデ同，酎R♂，E3k FJ鍾狙 本・・.来2本後量パ・来術イ/EパiプEイtt.曾ラプイデメランンーイ実テンタ鉦ナ筏解Pン析衛Jス費鑓鉦畠
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|2昌弘jお組み| 事業計画スケジュール

事業
計画

-水素供給インフラのフィ-)レド運用検鉦
.FCVユーザーの水素充繍行動把握
-移動式・簡易ステーシヨンの鏡術開発・検E
.ITを活用した利便性向上検討
-水素ステーションの量適E備モデル構I!'横鉦
・普及羽入政簸メニュー倹Ii
・次世代モデル水素ス子ーシヨン実E
.固隠&lJとの悶和

・広報‘啓発活動

‘ ‘ ‘ ‘ 
、、， ， ， ， ， ， ， ， 

HySUT 水量供給・利用筏術研究組合 6

|MYSUTの
現状の敬り組み 水素ハイウェイ実証の詳細

|「平成21年度水素利用社会システム構築実証事業J(経済産業省)I 

オフサイト書~7，主務ステーシωン

時追
民主限定港 2.FCパス、 FCハイヤーによる、

議十 高速道路を使用した定期運行

水系出.(~絞器産{製滋PfJì
【i及E量〉

、、

ヨヰ館空港

HySUT 本軍供給利用住術研究組合 B

|勺出発品52妥結1FCV普及と水素供給インフラ整備の意義

CDC02排出量の削減

車両起因のC02排出量は1/2以下、 CCSや再生可能エネルギーと組合せで約80%減1)

~2050年までの累計削減量は約9億t-C02

~経済価値は約9兆円 (10.000円/1屯0， 吋僻値)

C2)エネルギー輸入の削減

ぷ獲得院総
〈∞2排出量liI算〉 望~-;里a‘曲直幽.-;.

: 0~極通事例 淘繍臨調画師a
:(ガソリ". ( 

車両の消費エネルギーは1/2以下{ガソリン+ディーぜル車比較)!Iガソリンハイ"}':Iド l 

司 5，000万kll年の輸入エネルギー削減1) [Tィ刊岬 l出奥 州
司経済価値は3兆円/年 (原油価格100$1パレ川で解価) 一一一一一晩一一一!~一一一一1.5.0_..____._~.~9?_~_:

③国際競争力の強化

世界に先駆けてFCV普及を進めることで、すでに世界のトップランナーである我が国
の自動家関連産業の国際競争力を更に強化。

ー)新たな産業・雇用の創出、地方の活性化

FCV製造(ものづくり)・水素供給(インフラ整備)に関連する新たな産業・麗fflilJ出
『水素タウンJ構築を通じた地方の活性化

珪Ie: 1)ガソリム，.との比般、JHFCI・射鎗累より阻男2)IEAドィ・ノ.白"・を・宥にした畳則的伝見込み 3)総合貰源エネルギー圃査会による2030年曹定

幽奥座.Il・カ睡自集会(COCN)・."・2∞9'日月

警告ySU菅 水車供給ー利用住術研究組合 10

資料

実証試験の概要

<2009-2010年度> <2011年度->

首都圏及び福岡地区にて先行実施 鉱大を計画中
『平成21年度水素利用社会システム術祭実E正事業J

;※側内容は L 

FCCJにて!..中

総ヲsn苦 水素供給・利用段術研究組合 7

|2HYSUTの
現状の自主り絡み 水素タウン実艇の詳細

|「平成21年度水素利用社会システム術築実証事業J(経済産業省)I 

水素タウン実証(福偶然北九州市で実施)

1.水素パイプラインによる水素供給妓術の実liE

2.純水素型定置用燃料電池の面的運転実liE

3.純水素を燃料とする各種アプリケーションの実柾

銭ySUT
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水素製造幸義援
{製鉄戸斤)

翼翼手奪iち然対銭湯

小雪?移動体
水紫光域主主tt

水量供給利用筏術研究組合 9

|3;53悲品222お| 輸送部門における低炭素化試算例

|中長期の温室効果ガス削減目標値を達成するには繍送部門の低炭素化が不可欠

FCV普及は、温室効果ガス削減に対し量的に大きな寄与が期待される

CO，.幽量
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20W手自由費基港対応
内集担・5);0)寧禽上"吋フυソトf.・，

経自動車EV化
線銅1ì.~EV化t'2C ・ O'軍 ~II連引か
にiII鰻ν203S.~に傘lI.n，

ガソリン録用車、
ディーゼI~車をFCV化
7ヲアr.....鯛E匹。れ-t!"'.lf:IFCVI;問
20fS.，1:l毒事やかに2・・L、20S0・

誕 慣ζ11度U !I!7する

2050年

FCV用水.の低炭.化
(CCS・再生可能利用)
203ú.~1I ‘ ccs".剛叱に.';*1
'回il絡のC02分・11M軍蔵
1'1安司鴎エゑルキーに禽載す-lI*lw制
閉~II!IH

tb'‘:1l.1l・bカ瞳級会【COCN)・"・2曲9年3月
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社会実駈諒験で必要な視点

① 社会の視点(社会受容性)

安全・安心・CO2削減に貢献する水素エネルギーシステム
技術の検紅

本紫ステーシヨン l 
小型経量化 究棟時間
高圧化 盟圃

議→説治
② FCVユーザの視点(ユーザ利便性)

水素ステーション等供給インフラ網のユーザ利便性検証

= rユーザ利便性を損なわないステーション配置の実現J

「ガソリン等価以下の水素コストの実現J

技術開発と規制見直しを通じたコストダウン

1.技術開発を通じたコストダウン

個別企業、当組合以外の法人:要素銭街・個別システム開発

| 製油所 I l!2Eill:三週 1
揖 ... f;i ................... 高EE;O:8量化 IJ'.a錘量化 小量纏量化

F 逼与量 III! ・合事.矯.

鳩山一夜圧刷向場扇舟叩 |圧肺門
繍畢B. 1 4酬Pa) ~τT寸T司耐久性向よ (

直 感竺JM
「水素供給・利用技術研究総合j

供給システム全体のフィールド実llE・経済性務価、佐織・規格・運用方法標準化

官霊函白

~) 水素供給者の視点(事業成立性)

水素供給事業(製造・輸送・ステーション)成立性の検恒

=rガソリンに対して価格競争力を持つ供給コストの実現J

ロ亙孟白

亡=>If水素供給・
| 利用技術研究絡会J

実恒データに基づく
規制見直しの働きかけ

2.規制寛直し多通じたコストダウン

く規制見直し例〉

貯量エリアの陣.絡組

〈貯置量上限の引き上げ〉

現金支 配 曹司同

.工.地)11:3.5∞Nm'れ ∞台分l Ul:品調聞'

蘭'陸地峨 7∞Nm1 (四台分} 百l官プコでで
，.住居鎗峰 3日NmヨれO台分l ，内閣冒11'

公遭とのE・短圃(6-4m】

HySU1 水需供給申l用筏術研究組合 13
トー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-HySU1 水素供給利用住術研究組古 12

普及開始に向けた組合の役割
14. i普及 こ肉 tこ
l 畿 の 限 酒 |

[次期実証試験を推進し、 技術開発成果や新たな基準の運用実績を蓄積するこ民規
制見直し・法改正等の事普及環境整備につなげ、 FCV普及開始を実現する

| 筏術開発 | 

伝スlト後備

水素ステーシ這ン富豪畿
(インフラ皇室鍵)
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ユーザー利便性と事業成立性①
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回亙孟白

水素供給・'"用筏術研究組合 15約V8U1水素供給利用筏術研究組合 14鈴y8U1

イノベーションへのステップとFCV区玉五回

ト基礎研究」一応用研究→一事業化ー←普及・定着斗

<FCVに必要なイノベーション〉

水素利用社会システム

“第四のエネルギーインフラ"

fずーウィンの海』

銭術シーズからイノベーション実現までのステップ

水素供給・利用筏術研究組合 16
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